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論文の内容の要旨
　本研究は，港湾背後圏形成のプロセスを通じて，港湾背後圏の特徴と規定要因，港湾背後圏と港湾空聞との関
係を釧路港を事例として時空間的に解明することを目的としたものである。港湾背後圏に関しては，地理学の他
に経済学，工学，歴史学の分野において研究の蓄積がみられたが，近年は内外ともに研究例が少ない分野である。
著者は史料，「陸上出入貨物調査」などの統計資料の駆使，詳細な実態調査に基づいて上記課題の解明に当たった。
　江戸時代の釧路は交易浜で背後圏はその周辺に隈られていたが，明治期に釧路港を起点とする貫入路線の延伸
とともに釧路港は沿線地域を背後地化し，内陸部開拓のゲートウェイとしての役割を果たした。開拓当初の貫入
路線は鉱山の開発と一時的に結びつくことがあったが，閉山とともに衰退あるいは消滅した。その後，釧路から
伸びる培養線が幹線へと成長し，それに伴って港湾の背後圏は面的な広がりを持つようになった。これらの貫入
路線は港湾に大量の貨物をもたらすため，艀が接岸できる岸壁が鉄道の貨物駅付近に建設された。この艀用の岸
壁はその後の木材と石炭の取扱量の増大により，専門岸壁化が進行し，その背後に取扱貨物に関連した産業空間
を生み出した。釧路港を起点とする輸送ネットワークは明治末に北海道全体の輸送ネットワークに組み込まれる
ことになったが，釧路港の背後圏は狩勝峠以東の東北海道の沿線地域を包含していた。
　第二次世界大戦後，北海道東部では戦後緊急開拓とその後の経済成長により，農林業，石炭業が急速に発展し，
移出貨物が飛躍的に増大した。「陸上出入貨物調査」に基づく解析によると，1966年には鉄道申心輸送ネットワー
クが形成されていた。すなわち，都市間を結ぶ連鎖線を幹線鉄道が，幹線鉄道上の結節点と農産品集散地，林産
晶集散地および炭鉱とを結ぶ連鎖線を簡易軌道が担っていた。釧路港は増大する貨物に対し，本船が接岸荷役で
きる埠頭を市街地前面の海岸部に建設することによって対応した。この埠頭は鉄道による大量輸送を前提として
いたため，埠頭内および埠頭背後には広大な鉄道用の用地が確保された。このことは，港湾を市街地から分離す
ることになった。一方，旧釧路川沿いの岸壁は荷役機能を奪われ，次第に衰退していった。しかし，釧路港は増
大する背後圏内の貨物を捌ききれず，貨物の一部は小樽港と室蘭湾から移出入されるようになった。
　1960年代中頃に始まるモータリゼーションは道路ネットワークの整備と鉄道ネットワークの衰退をもたらし，貨
物自動車輸送申心の輸送ネットワークを形成した。また，高度経済成長とエネルギー革命は石炭業の衰退と石油
業の成長，酪農業の発展，製紙業の構造変化など，背後圏内の産業構造を変容させた。このような背後圏内の産
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業構造の変容とモータリゼーションの進展に対して，釧路港は従来の港湾に隣接して進行を築くことで対応した。
この新港は石油業，製紙業，酪農業に特化した専門埠頭を保有していること，貨物自動車輸送に対応した広大な
輸送空間を有していること，大規模な保管施設と生産施設を備えていることに特徴がみられる。新港の建設によ
り港湾機能が旧港から新港へ順次移転し，旧港の港湾空問が再編されるようになった。すなわち，CBD近くの港
湾空問はウォーターフロント開発の対象となり，商業・文化・観光施設が新たに設置され，かつての物流空間は
生活空間へと再編されつつある。貨物自動車輸送時代である1993年の資料の分析から釧路港の背後圏は北海道東
部全域に及んでいることが明確になった。1966年との比較では，北海道申央部の諸港湾の背後圏の縮小がみられ
る反面，釧路港の背後圏は日高山脈を境界に西の苫小牧港と分割していることが明らかになった。
審査の結果の要旨
　本研究は，釧路港の港湾施設の配置とその変化を港湾後背圏の圏域と産業転換に関連づけて港湾背後圏の様態
を実証的に解明したものである。その結果，釧路港の港湾背後圏は河川・道路・鉄道併用時代の戦前期，戦後の
鉄道輸送ネットワーク時代，高度経済成長期以後の貨物自動車輸送ネットワーク時代の3期に区分されることが
明らかになった。また，日高山脈の存在や流氷・濃霧の発生など自然的要因の考察も地域研究上，適切であった。
一次資料の発掘と綿密な実証的研究の積み重ね，計量的手法による圏域の画定などは，従来の交通地理学に新た
な知見を加えるものとして高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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